
岡山県高等学校教育研究会学校図書館部会 

岡山県高等学校図書館ネットワーク研究委員会（令和 2 年度第 2 回） 

 

日 時：令和３年３月３日（水）14:00～16:30  

場 所：岡山大安寺中等教育学校 図書館 

出席者：８名（欠席なし） 

 

１ 開会 

 

２ 報告・協議 

（１）  令和３年度の合同司書部会予定について 

＜第１回司書部会＞→3 支部合同開催 

日時：５月７日（金）１３：００～１６：３０（１２：３０～受付） 

場所：岡山県立図書館 多目的ホール・サークル活動室 1・2 

※多目的ホール（現在定員 60 名）、サークル活動室 1・2（合わせて現在定員 30 名）に配慮して 

分散した形で合同司書部会を計画する 

     内容：支部協議・連絡、研修 A（初任者研修）、研修 B（授業準備研修）、サポート校にグループによ

るフリートーク、資料配布等 

    タイムスケジュール： 

       ・支部研修 2 時間 

        （協議・連絡、基本情報アンケート配布準備、サポート校フリートーク含む）２時間 

       ・合同研修（研修 A・B）１時間 30 分 

       ※午前中は必要に応じて担当班で事前打ち合わせ 

    ＜第２回・３回・４回司書部会＞→各支部開催 

 

    ※基本情報アンケートについて 

令和 3 年度より目次を作成。司書部会名簿を見て、各校が基本情報アンケートに学校番号を記入する

（備前・備中・美作で通し番号）。司書部会当日、配布用に並べるときもその番号順に並べる。 

    ※令和２年度司書部会年度末アンケートはメーリングリストで共有。 

 

（２）学校図書館システム検討会より 

 ・LibMax 来年度以降の運用について 

  →令和 3 年度の各学校の LibMax 保守費用、LibFinderCloudLight 利用料支払いについては、高校教育課

にシステム検討会から確認 

 ・学校図書館横断検索（ソフテック版・無料）の参加希望については７～８月にアンケート実施予定 

 ・LibFinderCloudLight のオンライン予約機能について 

  ソフテックによると、LibFinderCloudLight から予約できる機能がある。予約時は、検索した資料を「カ

ートに追加」し、生徒が「学年・クラス・番号・名前」を入力したうえで予約送信をするとのこと。 

  （登録してある各校の管理者用メールアドレスに送信されるとのこと。そのメールを確認後は、各校司書

が LibMax で予約処理をする。自動で LibMax に予約がかけられるわけではないとのこと。） 

  →生徒のクラス・番号や名前を入力し送信するということで、セキュリティ面での確認が必要。 



（ソフテックによると、SSL で暗号化し送信しているとのこと） 

  オンライン予約機能の要望があれば、まずはシステム検討会やネット研などで試験運用したうえで導入

を検討してはどうか。 

 ・学校図書館間横断検索（ソフテック版）のアンケート結果について 

  →メーリングリストで共有。 

 ・ソフテック HP への事例掲載について 

  岡山県での一括導入の事例をソフテック HP に掲載させてほしいと打診されている 

  →高校教育課に相談して、事例掲載を受けるなら、システム検討会でたたき台を作成。  

 ・司書部会 HP について 

  →Pukiwiki 自体の更新は R3.1 月に実行済み。 

 ・学校図書館システム検討会の今後 

  →「学校図書館システム担当班」に名称変更、連絡係として美作支部 1 名が加わる。 

 

（３）学校図書館活用教育研究委員会より 

 ・司書部会 HP の活用研のページに NHK for School のリンクを貼ることを検討している。今後活用研より 

NHK に問い合わせる。 

 ・活用研の今後の活動について 

  →「活用研作成の動画」の内容をふまえて、司書部会で研修を行ってはどうか。また今後、レクチャー動 

画作成を検討している。両提案ともに企画研修班と相談しながら、司書部会研修内で行うことができ

ないか検討していければと考えている。 

 

（４）県事務局より 

・司書部会 HP の再構築について 

 →司書部会 HP を高教研学校図書館部会 HP として再構築することを検討してほしい。活用研はネット研

内の委員会ではなく、先生と一緒に活動している組織である。高教研学校図書館部会の HP の中にネッ

ト研（司書部会）活用研、各支部等を入れれば、先生方も HP によりアクセスしやすいのではないか。

先生と司書が協働していく上でやりやすいのではないか。 

再構築にむけての提案資料（目的、内容、更新などの方法・分担等）を事務局で作成して、合同司書

部会で提示して諮る必要がある。今後、よりよい形で継続していくことができる HP になることが望

ましい。 

 

（５）でーれーBOOKS 2021 について 

・2/25 大賞作品決定 

 ・ポスター配布のスケジュールは ML でお知らせ済み。公共図書館・書店での展示予定あり。 

    

（６）県立図書館より 

 ・２月後半システム更新は完了し、現在は新しいシステムで運用を開始している。 

・県立図書館の学校図書館間の横断検索システムの利用状況が知りたい。 

→（２）で提示された学校図書館間横断検索（ソフテック版）アンケート集計の結果から、必要としてい

る学校もあることがわかった。現段階では継続してもらいたい。 

・生徒教職員の図書館利用を促す Web ページを作成した。各校の HP 又は各校図書館の Web ページにリンク



をはってもらいたい。 

・学校セットについてのご意見要望を聞かせてほしい。 

→以前、要望した件がその後どうなったのか分からないことがあったので、要望が出しにくい。その都度反

応がほしい。（学校より） 

 

（７）その他 

 

３ 連絡 

（１）高等学校図書館間サポート事業について 

担当者は今までは読書推進・サポート班だったが、来年度から幹事に変更。 

 

（２）来年度のネット研委員 

 読書推進班から代表１名が参加予定。合計８名となる。 

 

（３）各班のメンバー交代 →支部で調整して決定し、ネット研委員を決定。 

 

（４）再来年度のネット研委員長 →令和 4 年度からの次期委員長の選出を今後検討していく。 

 

４ 閉会 


